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新市名が『富山市（とやまし）』に決定
11月の第8回協議会において新市の名称『富山市（とやまし）』が

正式協議され、全会一致で承認されました。会議終了後には、市

町村長による命名セレモニーを行い、今後の取り組みに向けた決

意を新たにしたほか、名付け親大賞の抽選も同時に行われ、越井

淳子さん（富山市）が見事当選されました。おめでとうございまし

た。

富山地域合併協議会だよりNo.４ 平成１６年１月発行
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第
８
回
協
議
会

●
１１
月
２７
日
、
富
山
国
際
会
議
場

多
目
的
会
議
室
で
開
催

●
出
席
委
員＝

４８
人

●
傍
聴＝

報
道
関
係
８
社（
９
人
）

一
般（
１１
人
）

●
議

案（
正
式
協
議
）

�
第
１６
号

協
定
項
目
２１－

８「
都
市
整
備
関
係
事
業（
そ

の
１
）
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て

５
項
目
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
、
調
整
方
針
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

・
不
採
算
バ
ス
路
線
維
持
事
業⇒

合
併
時
に
富
山
市
の

例
に
よ
り
統
合
す
る
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業⇒

現
行
の
と
お
り
新
市
に

引
き
継
ぎ
、
合
併
後
、
調
整
す
る
。

・
優
良
田
園
住
宅
の
建
設
の
促
進
事
業⇒

現
行
の
と
お

り
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

・
組
合
施
行
土
地
区
画
整
理
事
業
の
指
導
及
び
支
援
事

業⇒

合
併
時
に
富
山
市
の
例
に
よ
り
統
合
す
る
。

・
住
宅
団
地
造
成
助
成
事
業⇒

現
行
の
と
お
り
新
市
に

引
き
継
ぎ
、
合
併
後
、
調
整
す
る
。

＊
関
係
事
業
に
含
ま
れ
る
補
助
金
制
度
や
交
付
金
制
度
、

利
用
料
は
、
別
途
合
併
協
定
項
目
に
お
い
て
協
議
す
る
。

【
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
等
】

○「
別
途
協
議
」「
調
整
す
る
」
と
い
う
表
現
は
、
住
民
に

不
安
感
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
早
い
時
期
に
具

体
の
協
議
内
容
（
今
回
の
場
合
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
利
用
料
な
ど
）
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
調
整
の
中

身
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
説
明
願
い
た
い
。

�
第
１７
号

協
定
項
目
３
「
新
市
の
名
称
」
に
つ
い
て

⇒

新
市
の
名
称
は
、
富
山
市
（
と
や
ま
し
）
と
す
る
。

名
称
決
定
を
受
け
、
協
議
会
終
了
後
、
名
付
け
親
大
賞

１
人
、
名
付
け
親
賞
、
特
別
賞
の
抽
選
を
行
っ
た
結
果
、

応
募
総
数
四
千
百
五
十
七
件
（
八
二
三
種
類
）
の
中
か

ら
、
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

①
名
付
け
親
大
賞
１
人
（
１０
万
円
分
の
旅
行
券
）

越
井
淳
子
さ
ん
（
２０
歳

富
山
市
）

②
名
付
け
親
賞
２０
人
（
１
万
円
分
の
図
書
券
）

好
見
一
哉
さ
ん
（
４５
歳

婦
中
町
）
ほ
か
１９
人
の
方
々

③
特
別
賞
（
富
山
地
域
温
泉
め
ぐ
り＝

７
市
町
村
の
温
泉

施
設
ペ
ア
利
用
券
）

野
原
春
菜
さ
ん
（
１４
歳

細
入
村
）
ほ
か
２０
人
の
方
々

【
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
等
】

○
地
方
分
権
の
流
れ
を
踏
ま
え
た
中
で
、
「
自
治
の
あ
り

方
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
協
議
会
設
立
前
に
取
り
交

わ
し
た
確
認
書
で
は
『
例
え
ば
政
令
指
定
都
市
に
見
ら

れ
る
様
な
組
織
に
準
じ
た
、
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
よ
う
』
と
明
記
し
て
あ
る
が
、
未
だ
に
素
案
が
示

さ
れ
て
い
な
い
。
新
市
の
名
称
等
検
討
委
員
会
の
よ
う

な
小
委
員
会
を
別
に
組
織
し
、
十
分
に
い
ろ
ん
な
角
度

か
ら
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
提
案

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
委
員
会
構
成
を
考
え
た
時
、
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
と
変
わ
ら
な
い
形
態
に
な
り
か

ね
な
い
等
の
理
由
か
ら
、
早
急
に
方
向
性
を
示
す
べ
く
、

議
長
に
一
任
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
地
域
自
治
組
織
に
つ
い
て
、
地
方
制
度
調
査
会
の
答
申

は
、
非
常
に
踏
み
込
ん
で
、
大
き
く
取
り
扱
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
「
協
働（
協
力
し
て
働
く
）」
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、「
住
民
が
一
方
的
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
」
と
い
う
関
係
か
ら
、「
住
民

と
行
政
が
共
に
支
え
あ
っ
て
良
好
な
状
態
を
築
い
て
い

く
」
と
い
う
関
係
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
も
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
通
信

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
料
は
、
協
定
項
目

１４
「
使
用
料
・
手
数
料
の
取
り
扱
い
」
で
改
め
て

提
起
し
ま
す
。「
サ
ー
ビ
ス
と
負
担
の
関
係
」
が

判
断
し
や
す
い
よ
う
『
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
』

で
提
示
で
き
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
市
の
名
称
は『
富
山
市（
と
や
ま
し
）』に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
の
取
り
扱
い
な
ど

５
項
目
の
調
整
方
針
も
承
認

合
併
基
本
４
項
目
の
一
つ
、
新
市
の
名
称
が
『
富
山
市
（
と
や
ま
し
）』に
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
都
市
整
備
関
係

事
業
（
そ
の
１
）
の
取
り
扱
い
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
や
住
宅
団
地
造
成
助
成
事
業
な
ど
５
項
目
の
調
整

方
針
が
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
前
回
の
協
議
会
以
降
に
新
た
に
約
２
０
０
項
目
の
事
務
事
業
の
協

議
が
終
了
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
、
全
体
と
し
て
４５
％
の
進
捗
率
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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富
山
地
域
７
会
場
で
住
民
説
明
会
を
開
催

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

富
山
地
域
合
併
協
議
会
で
は
、
現
在
７
市
町
村
で
進
め
て
い
る
合
併
に
関
す
る
協
議
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
合
併
に
対
す
る
認
識
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
１１
月
１３
日
〜
１２
月
２
日
の
間
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

多
く
の
事
務
事
業
が
協
議
さ
れ
て
い
る
中
、
未
だ
具
体
的
な
内
容
を
お
示
し
で
き
な
い
状

況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
い
た
だ
い
た
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

等
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
当
協
議
会
と
し
て
は
、
今
回
寄
せ
ら
れ
た
内
容
を
踏
ま
え

つ
つ
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
く
具
体
の
中
身
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
お
示
し
で

き
る
よ
う
鋭
意
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
開
催
日
時
及
び
開
催
場
所

○
１１
月
１３
日

午
後
７
時
〜

大
沢
野
町
民
文
化
会
館
（
参
加
者＝

８０
人
）

○
１１
月
１４
日

午
後
７
時
〜

富
山
電
気
ビ
ル
５
階
（
参
加
者＝

１
２
０
人
）

○
１１
月
１８
日

午
後
７
時
〜

婦
中
町
ふ
れ
あ
い
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

（
参
加
者＝

１
４
０
人
）

○
１１
月
１９
日

午
後
６
時
１５
分
〜

細
入
村
中
央
公
民
館（
参
加
者＝

１
５
０
人
）

○
１１
月
１９
日

午
後
７
時
〜

八
尾
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
参
加
者＝

１
２
０
人
）

○
１１
月
２０
日

午
後
７
時
３０
分
〜

大
山
町
民
文
化
会
館
（
参
加
者＝

９０
人
）

○
１２
月
２
日

午
後
７
時
〜

山
田
村
中
央
公
民
館（
参
加
者＝

１
５
０
人
）

●
会
議
内
容

①
会
長
及
び
開
催
市
町
村
長
あ
い
さ
つ

②
説

明

・
富
山
地
域
合
併
協
議
会
の
取
り
組
み
、
合
併
協
定
項

目
に
つ
い
て

・
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
構
想（
素
案
）に
つ
い
て

住宅団地造成助成事業

該当なし

大沢野町土地開発事
業助成金交付要綱

大山町住宅団地造成
事業助成金交付要綱

八尾町住宅団地造成
事業助成金交付要綱

該当なし

該当なし

該当なし

組合施行土地区画整理
事業の指導及び支援

組合が施行者となっている市街化区
域の事業に対して指導を行い、富山
市土地区画整理組合事業補助金交
付要綱に基づき補助金を交付する。

該当なし

該当なし

該当なし

組合が施行者となっている市街化区
域の事業に対して指導を行い、婦中
町土地区画整理組合事業補助金交
付要綱に基づき補助金を交付する。

該当なし

該当なし

コミュニティバス
①事業主体 ②ルート数
③便数 ④料金 ⑤バス台数

中心市街地及び周辺の交通空
白・不便地域に運行
①TMO ②２ルート
③各ルート３１便／日
④１００円 ⑤小型低床４台

H１４の試験運行の結果、本運行は
見送り

行政福祉バスを運行
①町 ②６ルート
③４往復～２往復／日
④無料
⑤２９人乗～４７人乗６台

コミュニティバスを運行
①町 ②１１ルート
③２便～８便／日
④１００円（中学生以下無料）
⑤大型５台、小型５台

試験運行中
①町 ②３ルート
③８便／日 ④１００円
⑤中型２台

コミュニティバスを運行
①村 ②４ルート
③３便／日
④２００円（中学生以下無料）
⑤中型３台

該当なし

不採算バス路線維持

・複数の市町村にまたがる路線で必要と
認められた赤字路線に対して国県で補助
し、基準に満たない部分を市で補助する。
・国の補助対象以外で必要と認められる
赤字路線に対して県市で補助する。

該当なし

該当なし

該当なし

複数の市町村にまたがる路線で必要と認
められた赤字路線に対して国県で補助し、
基準に満たない部分を町で補助する。

該当なし

該当なし

事務
事業名

富
山
市

大
沢
野
町

大
山
町

八
尾
町

婦
中
町

山
田
村

細
入
村

現

況

■都市整備関係事業における７市町村現況比較資料：抜粋

事
務
局
通
信

当
日
配
布
の
会
議
資
料
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

富山地域合併協議会だより
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会
長
あ
い
さ
つ
の
要
旨●

４
月
か
ら
も
う
半
年
経
過
し

て
い
る
が
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
一
番
関
心
を
抱

い
て
い
る
水
道
料
金

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

伴
う
負
担
の
問
題
な

ど
は
、
お
示
し
出
来

る
段
階
に
至
っ
て
い

な
い
。
法
定
協
議
会

で
協
議
し
て
い
る
事
項
が

全
て
で
は
な
く
、
各
分
野
の

市
町
村
担
当
者
が
頻
繁
に
協
議
し
、
全
体
と
し
て
二
千
数

百
項
目
の
事
務
を
調
整
し
て
一
本
化
し
て
い
く
作
業
を
鋭

意
進
め
て
い
る
。
概
ね
１
、０
０
０
項
目
程
度
の
方
向
性

が
出
て
い
る
が
、
個
別
の
項
目
を
小
出
し
に
す
る
と
全
体

像
が
見
え
に
く
く
な
る
の
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
そ
の
負

担
に
つ
い
て
全
体
的
に
捉
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
あ
る

程
度
ま
と
ま
っ
た
時
点
」
で
お
示
し
を
さ
せ
て
頂
こ
う
と

考
え
て
い
る
の
で
、
ご
理
解
を
頂
き
た
い
。

●
新
市
の
名
称
は
検
討
委
員
会
を
別
に
設
置
し
、
ご
議
論
を

頂
い
た
結
果
、
「
富
山
市
（
と
や
ま
し
）」と
い
う
名
称
で

提
案
を
頂
き
、
第
８
回
法
定
協
議
会
で
正
式
に
承
認
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
現
在
作
業
中
で
、
配
布
の
資

料
は
素
案
、
概
ね
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
協
議
会
メ
ン
バ

ー
に
お
示
し
し
、
議
論
が
一
応
終
了
し
て
い
る
段
階
の
内

容
で
あ
る
。
今
後
、
具
体
の
事
業
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

●
「
何
故
、
合
併
か
」
と
い
う
件
に
つ
い
て
、
人
口
を
例
に

言
え
ば
、
２
０
０
０
年
現
在
、
約
８
、６
０
０
万
人
の
生

産
年
齢
（
１５
歳
以
上
６４
歳
以
下
）
人
口
で
１
、８
０
０
万

人
の
高
齢
者
を
支
え
て
い
る
人
口
構
成
が
、
２
０
５
０
年

に
は
５
、３
８
０
万
人
で
３
、５
８
０
万
人
の
高
齢
者
を
支

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
に
な
る
た
め
、
様
々
な
分
野

で
構
造
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
医
療
制
度
や
年
金
制
度

等
の
改
革
を
着
実
に
進
め
、
将
来
安
心
で
き
る
仕
組
み
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
流
れ

の
中
で
、
我
々
地
方
自
治
体
が
負
担
増
に
繋
が
ら
な
い
行

政
組
織
、
行
政
体
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
解
決
し
て
い

く
上
で
、
市
町
村
合
併
の
手
法
を
通
し
た
様
々
な
領
域
で

の
行
政
の
再
構
築
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

５
年
、
１０
年
の
ス
パ
ン
で
な
く
、
２０
年
先
、
３０
年
先
、
４０

年
先
の
問
題
に
つ
い
て
、
「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
」
を

こ
の
機
会
に
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
申
し
上

げ
た
い
。

●
も
う
一
つ
の
側
面
、
財
政
的
な
厳
し
さ

が
実
態
と
し
て
あ
る
こ
と
を
申
し
上
げ

た
い
。
政
府
は
今
年
６
月
に
交
付
税
を

減
ら
す
と
い
う
方
針
を
は
っ
き
り
決
め

て
い
る
。
交
付
税
は
減
り
、
補
助
金
も

減
ら
す
代
わ
り
に
財
源
を
譲
る
と
い
う

方
針
も
出
て
い
る
が
、
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
。
こ
う
し
た
流
れ
で
あ
る
以
上
、

地
方
は
地
方
と
し
て
、
行
政
の
ス
リ
ム

化
・
効
率
化
な
ど
考
え
ら
れ
る
、
あ
ら

ゆ
る
方
策
を
探
り
な
が
ら
、
し
っ
か
り

と
皆
さ
ん
方
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
な
行
政
運
営
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
合
併
と
い
う
手

法
を
通
し
な
が
ら
、

将
来
も
持
続
的
に
発

展
で
き
る
行
政
体
制

を
作
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
法
律
で
定
め
ら
れ
た

期
日
ま
で
に
合
併
す

る
と
財
政
面
の
優
遇

策
が
受
け
ら
れ
る
の

で
当
然
良
い
訳
だ
が
、

そ
れ
で
合
併
が
仕
上

が
っ
た
訳
で
は
な
く
、

今
後
、
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
１０
年
、
１５
年
掛
け

て
「
ど
う
い
う
都
市
を
作
っ
て
い
く
の
か
、
端
か
ら
見
て

魅
力
的
な
ま
ち
を
、
み
ん
な
で
時
間
を
掛
け
て
作
る
作
業

こ
そ
が
合
併
の
取
組
み
だ
」
と
考
え
て
い
る
。
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Ｑ.

介
護
保
険
料
は
ど
う
な
る
の
か
。
上
婦
負
は
保
険
料

が
高
い
の
だ
が
。

Ａ.
介
護
保
険
制
度
は
独
立
し
た
収
支
に
基
づ
く
も
の
で

あ
り
、
上
婦
負
地
域
に
は
ケ
ア
施
設
が
多
く
、
体
制
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
負
担
を
伴
う
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
在
宅
介
護
の
環
境
整
備
も
考

え
、
介
護
保
険
料
全
体
の
負
担
を
抑
え
て
い
く
努
力
が

大
切
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ.

合
併
協
議
の
具
体
的
な
内
容
が
分
か
る
の
は
い
つ
頃

か
。

Ａ.

住
民
の
皆
さ
ん
が
一
番
興
味
や
関
心
を
抱
い
て
お
ら

れ
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
来
年
１
月
末
頃
か
ら
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ.

合
併
に
対
す
る
市
町
村
の
考
え
は
、
ど
う
な
の
か
。

Ａ.

「
市
町
村
単
位
」
で
と
い
う
よ
り
も
、
い
ろ
ん
な
意

見
が
当
然
あ
る
と
思
う
。
住
民
の
皆
さ
ん
全
員
が
揃
っ

て
合
併
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

将
来
の
こ
と
や
地

方
分
権
の
流
れ
を

踏
ま
え
、「
地
方

自
治
体
が
し
っ
か

り
と
し
た
体
力
を

備
え
る
」
と
い
う

認
識
か
ら
現
在
合

併
の
協
議
に
望
ん

で
お
り
、
今
後
も

「
広
い
心
と
長
い

目
で
、
将
来
の
地
域
を
ど
う
し
て
い
く
か
を
考
え
る
機

会
」
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ.

個
性
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
な
合
併
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ.

１
つ
の
大
き
な
市
に
な
る
が
、
旧
自
治
体
を
単
位
と

し
た
一
種
の
自
治
組
織
を
作
る
こ
と
が
可
能
な
法
律
案

の
成
立
も
予
想
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
従
来
か
ら

の
歴
史
や
伝
統
、
文
化
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ.

住
民
の
声
を
反
映
で
き
る
議
会
議
員
の
方
々
の
取
り

扱
い
、
「
区
に
準
じ
た
組
織
」
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ.

議
員
の
身
分
に
関
わ
る
事
項
は
、
今
各
議
会
議
員
の

方
々
に
方
向
性
を
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。
議
会
関
係
者
の
方
々
で
結
論
を
出
さ
れ
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
法
定
協
議
会
で
議
論
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
「
地
域
の
声
が
届
か
な
く
な
る
」
と
い
う
不
安

に
対
す
る
答
え
と
し
て
、
地
方
制
度
調
査
会
が
示
し
た

答
申
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
「
新
た
な
自
治
組
織
」
の
導

入
に
つ
い
て
、
協
議
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
国
の
法
律
を
見
定
め
な
が
ら
、
ど
う
す
れ
ば
効

果
が
発
揮
で
き
る
か
、
急
激
な
変
化
を
も
た
ら
さ
な
い

の
か
を
踏
ま
え
、
１２
月
の
協
議
会
以
降
に
概
略
的
な
内

容
を
示
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ.

森
林
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
。
合
併
に
よ
っ
て
加
速

す
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ.

地
域
内
全
体
の
将
来
の
安
全
の
た
め
に
は
、
川
上
か

ら
川
下
ま
で
の
広
範
な
範
囲
を
一
体
的
に
捉
え
、こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
や
今
の
生
活
水
準
が
守
ら
れ
る
よ
う

努
め
た
い
。

Ｑ.

富
山
市
財
政
危
機
回
避
緊
急
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
何
故
今

発
表
さ
れ
た
の
か
。

Ａ.

本
市
の
１６
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
り
、「
合
併
前

の
基
金
（
貯
金
）
は
取
り
崩
さ
な
い
」
こ
と
を
決
め
、

合
併
後
の
新
市
の
体
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
努
め
た
結

果
に
端
を
発
し
て
い
る
訳
で
、
１６
年
度
予
算
編
成
方
針

と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
間
違
っ
て
も
、
将
来

大
き
な
付
け
が
残
る
よ
う
な
過
大
な
事
業
を
展
望
で
き

る
時
代
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
堅
実
に
一
つ
一
つ
の
事

業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
今
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ.

町
の
名
前
は
消
え
て
な
く
な
る
の
か
。

Ａ.

住
民
の
方
々
の
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
決
め
て
い
き

た
い
。

Ｑ.

公
共
料
金
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
合
併
特
例
債
は
ど
う

な
る
か
。

Ａ.

公
共
料
金
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
協
議
会
の

場
で
、
合
併
特
例
債
は
新
市
建
設
計
画
を
検
討
す
る
中

で
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
分
か
り
次
第
、
情
報

提
供
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ.

小
さ
い
と
こ
ろ
は
切
り
捨
て
ら
れ
る
、
農
業
離
れ
が

進
み
、
人
口
が
ま
す
ま
す
減
る
の
で
は
な
い
か
。
不
安

が
あ
る
。

Ａ.

地
域
住
民
の
気
持
ち
が
大
切
で
あ
り
、
人
口
の
減
少

は
、
合
併
と
直
接
関
係
な
い
と
考
え
て
い
る
。
地
域
全

体
と
し
て
、
川
上
を
守
る
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
中
山

間
に
あ
っ
て
は
農
地
の
耕
作
放
棄
を
防
ぐ
よ
う
今
後
も

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
も
全
体

で
支
え
あ
う
仕
組
み
づ
く
り
は
大
事
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

各
会
場
で
出
さ
れ
た
質
問
・
意
見
・
要
望
な
ど（
抜
粋
）

富山地域合併協議会だより
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事務局�
通信�
�

富山地域合併協議会事務局�
〒930-0858 富山市牛島町5番7号�

TEL076-431-3422　 FAX076-431-3423�
ホームページアドレス　http://ww2.ctt.ne.jp/tgpi-01/�

 Eメールアドレス　tgpi-13@pe.ctt.ne.jp
この用紙は再生紙、インキは大豆油インキを使用しています。�

合併に関するご意見・ご質問があれば、事務局までご連絡ください。�

１５年４月に合併協議会が発足してから、９ヵ月が経

過しました。この間、HPや電話、手紙などを通じて、

住民の皆さんから数多くの意見、要望が寄せられてい

ます。また、住民説明会でも、参加いただいた方々か

ら忌憚のないご意見等が寄せられていることから、今

回、主な内容を紹介させていただきます。

なお、協議会事務局では、お寄せいただいた内容を

関係の専門部会や幹事会などの場で紹介し、それらを

踏まえながら、協議を進めています。

【主な意見等】

○スケジュールとして議会の議決よりも各市町村長に

よる合併協定書への調印が先であれば、住民への情

報提供を、積極的に行ってもらいたい。

○合併を機に財政状況を考える必要があると思う。歳

出を抑え、歳入増に繋がる対策を迅速に講じて欲しい。

○合併後に、トラブルが起きない様な協議をお願いし

たい。

○わが町・わが村の具体的な将来像が見えない。

○４２万の人口の中で、住民の声がどれだけ届くのか判

らない。

○路線バスなど、公共交通の利便性・利用促進策を検

討願いたい。

○小学校の統廃合跡地の有効利用を考えて欲しい。

○少子高齢化の時代における今、医療、保健、福祉の

サービス向上に全力で取り組んで欲しい。情報化基

盤の整備充実も図ってほしい。

○地産地消や小学校間の交流事業の推進など、圏域が

広がれば、お互い新しい発見があると思う。

○県内外の人たちも、合併について真剣に議論してい

る。そうした声に耳を傾けるのも『未来のまちづく

り』に役立つのではないかと思う。

○合併をより身近に感じる仕組みづくりをお願いした

い。

○今は無理でも、将来的に政令指定都市を目指してほ

しい。

○「全国ブランド」を作り上げてほしい。

○市役所はどこになるのか。

○若者の意見をもっと聞いてほしい。

○合併地域の住民投票も必要だと思う。

○「合併ありき」で協議が進んでいるような気がする。

○財源が厳しい状況の中で、負担の軽減が可能なのか。

○人口増加に繋がるような政策は考えているのか。

○国際化を見据えた方策はあるのか。

協議会や策定委員会の会議内容は、協議会ホームページで紹介しています。

会議資料等を希望される方は、事務局までお気軽にお問い合わせください。

みんなの広場コーナー

新市建設計画は、新たなまちづくり

の礎です。住民の皆さんのご意見を

お寄せください。

6


